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入
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述
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潮
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．
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書
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産
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立
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含
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、
，
て
饗
す
る
掠
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的
繋
こ
そ
突
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分
化
の
奮
塗
盆
藁
蕎
謹
と
を
砂
糖
著
書
羅
麗
歌
て
、
入
毒
、
を

　
渇
望
し
、
名
嬰
を
驚
歎
す
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
意
欲
と
名
轡
心
乏
が
掠
篠
と
征
澱
に
お
も
む
か
せ
る
。
ま
π
他
の
箇
所
で
は
、
軍
入
…
階
級
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之
雫
和
的
入
民
乏
の
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こ
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す
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の
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ほ
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．
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．
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般
人
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．
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・

　
　
算
せ
ら
れ
た
。
9
・
、
己
　
，
G
、
　
、
，
　
、
ゴ
　
「
．
，
t
レ
∵
、
　
、

　
　
気
し
か
し
か
よ
う
な
暴
力
論
は
、
サ
ン
，
。
シ
モ
ヅ
主
義
か
ち
出
磯
す
る
ブ
ル
ー
．
ド
ン
、
コ
ン
ト
、
呼
オ
ゴ
ベ
ル
グ
ス
北
島
蓋
察
想
約
癒
會
．

，
妻
0
悉
嗣
の
な
か
麿
、
甦
フ
オ
．
イ
エ
・
ル
“
鍍
昌
の
麗
麗
的
唯
物
論
以
後
の
自
蓉
濫
俗
譲
吻
論
の
潮
蒙
塵
ま
墾
機

業
膓
論
奮
、
、
し
ば
し
呈
端
書
て
薩
。
ー
エ
．
ン
莞
ス
に
よ
っ
て
批
判
の
漿
亥
つ
燦
ア
忍
，
馨
づ
ン
ブ
の
暴
藷
は
、
か
輔
，

よ
う
墾
雑
篁
義
の
器
的
理
論
の
依
系
の
馨
毒
盗
聴
草
藁
づ
け
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
　
　
　
　
鋤

綿
現
代
に
選
る
か
よ
う
蓬
々
論
の
他
の
理
論
霊
泉
は
、
肇
資
本
の
膨
謄
よ
つ
て
も
た
ら
さ
れ
た
民
族
的
経
論
で
み
り
、
ダ
三

論
ア
ウ
イ
み
生
存
競
争
の
理
論
謡
愈
的
領
域
に
齋
し
た
、
層
バ
ジ
ョ
ッ
ト
に
讐
り
、
グ
ム
ζ
ウ
ィ
ツ
及
穿
ッ
ベ
ン
ハ
4
ア
に
璽

　
　
磯
農
し
た
三
三
的
ご
三
論
の
民
族
闘
争
論
で
あ
る
ゆ
　
　
　
　
　
　
、

■

ノ



　
　
．
欝
罐
物
論
は
、
力
宿
墨
の
場
所
的
犠
的
蓮
動
を
の
み
認
め
て
、
物
欝
体
の
内
在
的
矛
盾
か
ら
極
書
運
動
の
量
か
ら
贋
へ
・
の

設
飛
躍
を
認
め
な
い
。
し
た
が
っ
て
こ
の
理
論
は
、
絶
、
封
的
自
陣
同
一
性
の
世
界
か
ら
分
裂
と
抗
孚
の
運
動
が
嚢
蝕
し
て
く
る
ご
と
を
読
明
す
描
「

論
る
た
め
に
は
、
蓮
動
の
端
緒
骸
外
部
か
ら
の
最
観
の
衝
撃
忙
も
と
め
ざ
る
を
烹
な
い
。
し
た
が
っ
て
砒
心
的
現
象
を
詮
明
す
る
に
あ
た
っ
，
鋤

て
は
、
欝
誰
の
要
因
毒
的
存
奮
内
在
禦
盾
か
ら
諮
す
る
の
霧
に
、
外
部
か
ら
の
罐
、
ナ
な
わ
ち
征
服
に
求
め
ざ
聯

　
．
る
を
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
デ
ュ
ー
リ
ン
グ
の
暴
力
論
は
、
征
服
と
そ
れ
に
よ
っ
て
ケ
み
だ
さ
れ
た
階
級
の
…
階
級
に
封
ず
る
暴
力
的
支
配
　
－

が
紅
會
の
覇
を
硲
し
τ
塞
）
・
　
　
　
　
　
「
，
　
ユ
　
　
・
㌃
三

　
　
・
デ
ュ
．
ー
リ
ン
グ
に
よ
れ
ば
政
治
的
金
蘭
係
の
形
成
ご
，
そ
歴
史
的
に
基
礎
的
な
も
の
で
あ
リ
ハ
経
濟
的
配
意
は
軍
に
作
用
、
あ
る
い
は
第

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
ぬ
　
　
も
　
　
ヘ
ト
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
二
次
的
事
寳
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
’
根
本
的
要
因
は
直
接
的
な
政
治
的
暴
力
の
な
か
に
求
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
私
有
財
産
低
張
奪
あ
る
い

　
・
は
暴
力
的
占
有
に
よ
っ
て
成
立
し
た
．
の
で
あ
っ
て
、
か
よ
う
な
暴
力
的
私
有
の
う
え
に
奴
隷
倉
本
の
占
有
が
可
能
と
な
っ
た
。
現
代
に
お

　
け
る
あ
ら
ゆ
る
積
類
－
の
富
も
、
経
濟
上
に
感
け
る
入
閥
の
人
間
に
封
ず
る
間
接
的
依
存
も
、
い
つ
れ
も
以
前
の
直
接
的
な
征
服
及
び
掠
奪
層

　
の
や
壷
形
し
た
壷
産
と
し
て
の
翁
解
せ
ら
三
三
、
・

　
，
肚
會
的
ダ
ァ
ヴ
イ
認
ズ
ム
の
理
論
は
、
ま
つ
直
送
に
お
い
て
ウ
ォ
ル
タ
ァ
。
’
バ
ジ
ョ
ッ
ト
の
．
『
自
然
科
學
と
政
治
學
』
（
ノ
＜
●
じ
づ
薦
の
ぎ
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
浮
．
・
・
剛
6
融
鳶
㌘
琴
・
・
）
に
示
さ
れ
て
℃
・
が
、
バ
書
ッ
ト
繁
塔
喬
餐
學
的
唯
物
碧
鴇
募
か
ら
、
諮
の
カ
ス
乏
分
裂

・
し
夜
民
族
の
成
立
を
数
次
の
征
服
の
結
果
に
も
と
め
、
各
カ
ス
ト
の
限
界
が
征
服
者
と
被
征
服
者
の
分
裂
の
限
界
と
一
．
致
す
る
と
読
明
し

　
　
　
（
一
七
）
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
・
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
輪

　
て
い
る
Q
　
　
㍉
　

．
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
．
，
・
　
．
　
　
　
ト
ご
・

　
　
・
か
よ
う
逓
雲
霧
し
た
も
の
旗
、
孝
ス
羊
リ
ア
の
警
心
計
者
グ
ム
ζ
ウ
護
の
實
誰
的
r
元
論
需
婁
。
彼
は
碗

　
代
馬
家
に
お
．
い
て
ぼ
種
族
の
観
念
が
溝
滅
し
て
、
か
よ
う
な
穣
族
は
同
」
の
階
級
意
識
を
も
つ
た
等
族
極
位
階
級
に
韓
醸
す
る
に
．
恥
た
つ

　
た
こ
と
を
認
め
る
。
貴
族
。
農
民
及
び
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
、
イ
の
い
つ
解
も
、
種
族
的
差
別
で
は
な
し
に
、
階
級
的
分
裂
と
み
な
さ
れ
る
。
し

斧



～
，

ノ

＼

奪
託
ら
の
階
級
曇
時
代
の
塾
の
根
跡
を
示
落
確
あ
っ
て
、
繋
。
霧
書
及
び
態
度
の
、
麿
碁
客
互
塾
的
、
，
：

　
孤
猫
的
匝
分
こ
そ
、
種
族
的
差
別
を
立
回
す
る
要
件
で
あ
る
G
　
　
　
’
　
　
．
　
・
　
．
．
」
　
，
　
．
　
．
．
一
　
・
　
　
、
’
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
ロ
ヒ
　
　
ヒ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヤ
　
へ
　
も
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
ゐ
　
へ
　
も
　
へ

　　

ﾙ
種
族
か
禽
婆
砦
食
の
結
合
豊
玉
と
嚢
模
し
て
恣
意
肇
芒
に
．
紬
蓬
港
、
発
煙
遣
し
て
、
・
相
互
に
二

　
定
の
關
係
、
す
除
わ
ち
一
方
の
他
方
に
封
ず
る
支
配
禰
係
に
立
っ
て
い
渇
。
こ
の
支
醜
欄
係
は
ま
だ
病
身
に
そ
の
構
成
員
の
あ
い
だ
に
お

け
る
黙
経
聖
岳
権
か
な
ら
な
い
。
グ
ム
プ
鐸
ッ
ξ
遙
分
蕃
境
的
課
せ
蓋
た
搾
諏
の
手
撰
多
φ
も
・

　
　
の
で
あ
っ
て
、
支
配
組
織
嫁
経
濟
上
の
分
業
を
つ
く
珍
だ
す
こ
と
を
自
覚
と
す
る
も
の
に
ぽ
か
な
ら
な
や
。
’

・
繧
と
叢
と
の
職
能
的
詫
は
種
女
塾
と
．
豪
す
る
け
讐
も
、
，
ブ
ル
ジ
ョ
轟
豊
成
立
撃
う
藝
豊
満
と
無
關
・

　
隼
窪
い
。
轟
整
養
す
る
商
会
、
交
轟
濟
の
震
に
つ
れ
て
、
破
ら
の
屠
地
、
年
鑑
を
貴
誇
庇
護
の
も
を
近
し

　
p
た
が
、
、
か
工
う
な
居
溜
地
が
都
市
千
国
瀕
し
、
そ
ど
に
商
業
等
量
を
う
み
だ
し
た
。
カ
ス
ト
成
立
の
事
跡
と
現
代
に
鋤
け
る
職
能
的
階
級
・

．
の
ヵ
ス
ド
的
固
定
化
の
舟
場
、
か
毒
藩
灘
種
族
理
論
を
論
誰
薯
の
で
勇
逸
べ
て
拳
．
聾
’
、
，
，

　　

@
サ
シ
。
阜
ツ
や
フ
ー
フ
ン
ス
量
馨
空
が
、
向
芝
腰
征
服
論
の
立
場
重
い
て
、
．
竣
う
准
嬰
配
關
係
の
雛
の
三
三

肇
認
め
る
の
に
唇
で
、
グ
ム
プ
．
穿
ッ
に
達
て
備
級
の
か
よ
う
集
団
心
乱
は
必
然
的
法
楽
あ
り
、
，
傭
的
塾
で
あ

　
　
る
。
法
律
上
・
の
総
髭
關
係
の
實
現
と
法
的
特
椹
の
解
消
に
ま
っ
て
も
、
が
よ
う
な
肚
會
階
級
の
種
族
的
固
定
性
は
解
寵
せ
ら
れ
な
い
ρ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
！
　
　
（
一
ご
）
　
．

　
　
よ
う
な
意
味
旧
い
て
現
代
的
奪
國
家
興
實
質
曲
義
階
級
國
家
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
4
4

　
　
、
フ
ラ
ン
ツ
9
オ
ッ
ペ
ン
押
イ
マ
ブ
が
グ
ム
プ
ロ
ウ
ィ
ツ
の
理
論
仁
追
随
し
た
。
彼
は
富
の
牧
奪
に
奏
す
る
政
治
的
手
段
と
経
濟
的
手
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吻

設
　
の
匠
別
を
み
と
め
噛
遊
牧
種
族
の
農
耕
種
族
に
封
ず
る
征
服
に
端
緒
を
獲
す
届
實
力
価
支
藩
に
も
と
づ
実
政
治
的
乎
段
に
煙
る
搾
取
が
」
、
4
・

画
歴
史
的
に
経
濟
的
搾
取
手
段
に
そ
の
地
位
を
ゆ
つ
っ
て
ゆ
く
ζ
と
を
主
張
し
て
い
る
。
政
治
的
手
段
と
は
盗
掠
で
あ
り
、
他
虚
勢
組
め
暴
　
蝦

　
　
力
的
不
適
占
有
で
あ
り
漸
経
濟
的
手
段
は
臼
　
己
の
帥
労
働
に
よ
る
財
の
取
得
及
び
自
己
の
勢
働
の
他
人
勢
働
と
の
等
慣
交
換
で
敵
罷
℃

　
　
　
　
　
　
♂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
ダ
　
丁

ノ



縛

　　

@
鐘
堂
．
器
い
濃
、
藩
学
鯵
惹
｛
、
濃
耕
種
薄
書
｛
、
薯
で
蔭
饗
芸
糠
契
る
養
喬
歴
の
差
，

騨鵬

．
意
壱
ろ
瑠
の
は
馨
禦
馨
あ
る
。
零
遷
る
繧
の
馨
と
奴
鵜
と
認
，
階
級
肇
別
事
立
せ
し
め
な
の
で
逸
β

、
た
辰
隷
馬
返
筆
墨
境
域
が
麓
し
竜
3
噸
、
入
に
よ
．
。
人
の
鼻
髭
よ
難
し
黒
蟻
端
た
。
警
三
段

・
ム
」
し
て
の
黎
は
、
か
湿
婆
粛
璽
毒
取
の
凄
と
し
全
然
納
に
な
魂
も
の
、
℃
ほ
娑
ら
な
酷

　
　
凶
事
ク
ス
妻
の
史
的
唯
物
論
運
筆
棄
力
黒
黒
鷺
ら
の
か
塗
り
を
も
た
恣
薫
聴
器
べ
る
と
言
で
あ
る
が
，
，
階

．・

ﾁ
の
本
筥
湿
る
科
學
的
羅
の
不
震
の
た
遺
事
辛
労
が
論
叢
確
物
論
喫
そ
葱
の
も
碧
し
ば
し
雄
零
ら

、
塁
建
竃
ア
ル
」
カ
3
キ
み
著
量
的
携
諭
濠
か
塔
湯
で
あ
窒
、
彼
は
協
な
か
で
趨
護
鋳
玄
岩
と
＼

藩
邸
分
泌
塞
礎
奮
こ
蓄
電
な
麿
、
、
藷
羅
の
内
畜
矛
盾
の
震
、
叢
書
り
灘
毒
茸
と
段
的
蕎
の
塾
と

．
誘
世
襲
化
、
私
窮
濡
の
撃
ど
富
の
葦
等
、
黒
藻
⑳
成
素
悪
習
の
奮
を
諭
す
量
ン
歪
み
景
姦
記
し
，

“
て
、
特
に
経
制
Q
婆
を
ぢ
罠
族
蕎
誇
袋
蕎
箆
普
銀
争
羅
量
と
め
て
猿
、
－
・
回
～

「・

E
さ
ら
に
カ
ゥ
ッ
キ
イ
黒
磯
墨
家
」
．
を
議
し
つ
x
、
霧
僧
彊
び
製
の
成
箇
原
始
蕎
休
の
窺
に
饗
す
．
婁
票
ら

　
論
明
せ
ん
と
す
ド
る
企
画
が
w
．
な
ん
昼
の
満
足
す
べ
き
結
論
を
も
も
だ
ら
し
は
し
な
い
と
地
べ
で
い
る
ゆ
か
奪
う
な
理
論
を
も
つ
て
し
て
ば

素
朴
棄
藩
論
を
券
に
馨
セ
え
な
い
の
み
な
寒
．
’
箆
階
級
霧
生
の
義
異
傑
内
郡
羅
電
鍵
展
か
ら
逸
し
よ
う
と

　
す
る
、
よ
〃
覆
面
し
海
試
み
を
も
妨
げ
て
ψ
る
と
蓮
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
載
欝
こ
ぞ
が
奴
隷
1
自
己
の
共
阿
休
の
た
め
に
で
は
な
し
に

　
他
の
興
同
歯
の
族
罠
◎
旋
霊
室
勢
期
す
る
最
初
の
勢
働
者
レ
を
捷
供
す
る
も
め
で
あ
り
、
か
や
て
ま
夜
職
孚
こ
ぞ
個
大
あ
る
い
」
は
團
休
を

響



r

囮
て
寡
花
房
嘉
毒
し
ぬ
る
膓
を
提
供
じ
塁
塊
玄
プ
・
吻
ッ
の
慣
族
乾
魚
吉
も
す
で
に
断
書
如
到
達
さ
・

　
　
れ
で
い
た
と
カ
ウ
ヅ
キ
イ
自
ら
い
う
と
資
ろ
の
か
．
よ
う
な
七
九
論
こ
そ
、
彼
の
立
場
を
毛
て
史
的
唯
物
論
よ
か
離
れ
て
、
機
械
的
唯
物
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ま
　
　
コ

　
　
に
三
三
せ
し
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
，
～

　　

ﾓ
う
養
講
霧
総
意
か
に
み
え
暴
画
論
蛮
か
に
非
科
瀦
暴
で
脅
、
奮
つ
い
濠
、
幽
す
で
脹
や
i
各
理

　
、
量
的
観
念
論
の
立
揚
か
ら
の
批
判
が
つ
ね
に
雰
在
し
て
き
た
し
翼
國
功
利
嚢
の
ケ
ψ
り
寒
い
て
熊
谷
に
党
服
せ
ら
れ
た
。
そ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

嘉
代
髪
華
箋
よ
う
な
番
論
寒
雨
唯
極
論
の
震
壕
つ
で
徹
底
的
落
雪
ら
身
，
蔭
た
っ
た
。
・

　
　
，
、
す
で
際
ツ
グ
纂
よ
う
懐
石
號
を
批
判
老
、
征
服
が
政
府
の
婆
、
乞
齢
し
在
．
心
と
、
葦
蕩
こ
憲
琴
旧
い
・

　
　
嫁
犀
の
建
築
を
意
味
し
な
い
こ
と
と
か
と
し
い
と
述
べ
て
い
る
ひ
そ
と
に
ば
つ
ね
に
植
民
の
合
意
が
存
在
せ
訟
ば
な
ら
な
い
。
、
．

　
　
　
凱
ラ
ソ
ス
唯
物
論
の
立
場
器
．
い
て
ド
ル
バ
ッ
グ
興
．
公
正
や
正
義
の
原
則
か
ら
征
服
論
蓑
塾
し
て
い
る
。
暴
力
は
勿
論
の
こ
と
、

一
富
激
入
民
の
A
．
慮
と
竣
ど
も
、
公
正
．
轟
の
鋳
か
ら
離
れ
姦
府
を
合
法
聖
は
し
み
い
醒
級
的
不
奪
關
缶
石
雫
ル
メ

♂．

b
ク
に
と
熔
は
、
．
愈
婁
．
響
け
暮
露
則
裟
冠
た
る
公
正
め
原
理
か
ら
読
明
さ
鋸
の
落
っ
て
．
審
成
島
の
塞
な

・
二
障
場
歪
で
あ
る
∵
つ
と
も
敷
藁
み
る
入
は
、
そ
警
さ
書
諜
謬
講
と
を
糊
遭
う
資
の
で
塾
、
．
政
治
誘

　
僧
級
三
冠
、
・
か
よ
う
喬
撚
的
碓
の
基
選
遼
づ
憎
い
．
ぞ
述
べ
慮
る
。
’
　
仁
．
、
．
．
・
，
　
、
、
．
、
一

鞠
鑓
讐
鐘
鉢
膨
μ
勘
潜
勢
騰
論
納
傾
向
浴
公
正
あ
為
い
は
功
利
（
鼠
｝
ξ
）
め
団

扇
．
ル
ソ
ゥ
蟄
人
聞
不
奪
獲
麟
の
な
か
で
か
よ
う
無
力
論
を
託
し
つ
玉
、
征
服
の
構
利
は
そ
れ
自
縫
利
で
は
な
い
の
で
あ
三

論
、
彊
ら
、
他
の
権
梨
制
定
せ
ら
る
べ
き
根
茎
翌
投
だ
結
い
し
、
完
書
自
由
を
落
し
た
人
豪
、
自
ら
発
霧
謬
を
警
，

略
の
墾
垂
嵯
い
か
ぎ
鴬
遷
登
羅
業
者
と
の
相
輿
鎌
は
つ
ね
儀
篠
態
蓬
ど
ま
っ
て
婁
と
述
べ
順
乃
。
・
ま
た
・

「
ピ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
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．
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M
　
、
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、
／
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，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
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篭
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対
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ぼ
　
ゴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヌ
　
　
　
　
ロ
ヨ
　
　
　
コ
　
　
ゴ
　
　
　
　
　
ビ
や

　
　
他
の
辮
で
雪
濠
季
論
の
窓
際
．
う
妻
わ
め
て
落
ち
9
篭
蟹
示
し
て
い
る
琳
、
、
こ
の
八
握
つ
い
て
ラ
劣
ス
は

　
　
從
の
紐
帯
は
、
房
の
讐
歯
す
霜
互
の
依
彦
、
彼
髪
結
ム
・
す
毒
煙
欲
望
よ
う
て
の
み
、
膨
婆
れ
て
い
る
の
で
あ
る
，
，
錦

’
か
ら
、
あ
る
人
が
ま
つ
、
．
他
人
の
提
言
な
し
に
億
や
つ
て
ゆ
け
な
い
よ
う
な
駄
態
に
あ
る
こ
と
を
飴
儀
な
く
さ
れ
て
蛤
の
で
は
な
い
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
，
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
・
　
（
二
九
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
r
　
’

　
　
謬
り
、
彼
を
奴
隷
と
す
届
こ
と
は
で
ぎ
な
い
湖
）
乏
を
、
．
蔵
入
は
認
め
な
け
轟
鳳
な
ら
な
い
。
」
　
　
　
　
』

　
　
　
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
機
械
的
唯
物
論
者
σ
デ
幽
．
、
ー
リ
ン
グ
に
虚
し
て
お
こ
な
っ
た
批
判
は
“
グ
、
ム
プ
ロ
ウ
ィ
ツ
及
び
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ
マ
ァ
．
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

暴
力
論
に
樹
す
る
羅
法
飼
唯
物
論
の
三
三
の
批
判
で
も
あ
ろ
う
。

　　

@
す
で
に
マ
⑳
ク
．
メ
筆
の
鋼
零
隻
ド
3
・
イ
評
ブ
オ
皐
τ
』
の
な
塗
、
簾
強
莞
亥
の
喜
憂
肇
相
即
す

　
　
、
る
こ
と
を
指
摘
レ
て
い
る
9
掠
奪
は
す
で
に
掠
奪
縮
れ
る
民
族
㊧
生
産
潜
力
を
前
提
と
せ
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
掠
奪
の
雪
渓
に
よ
つ
て
規

　
　
定
さ
れ
る
し
、
ま
悔
掠
奪
は
急
速
・
に
ゆ
ぎ
づ
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
・
、
そ
こ
に
ぼ
つ
ね
に
生
産
の
開
始
が
要
望
せ
む
れ
る
の
で
あ
σ
て
、
こ
，
γ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
（
三
〇
）

　
　
』
に
・
從
來
の
生
産
獲
展
段
階
添
決
定
的
要
素
と
な
っ
て
べ
る
と
述
べ
て
い
る
。
　
し

＼
護
諾
ス
婆
婆
、
み
ツ
グ
強
の
な
か
で
燈
の
護
を
勇
行
儒
．
す
な
わ
ち
政
治
の
創
造
蕩
か
ら
鵡
藷
覇
，

　
　
が
へ
全
く
陳
腐
な
歴
史
槻
で
あ
り
㍉
す
で
に
フ
ラ
ン
ス
王
政
復
古
時
代
の
史
家
に
よ
っ
て
批
判
せ
ら
れ
た
ご
と
を
明
か
に
し
て
い
る
。

　
　
　
奴
隷
制
に
つ
い
て
み
る
、
に
、
そ
塞
礎
は
決
漕
レ
て
暴
力
地
震
で
ぼ
在
に
、
奴
隷
製
可
能
と
玄
生
産
の
あ
魂
度
の
震
と
、

　
　
分
配
に
お
け
る
あ
る
程
度
の
面
繋
等
の
成
立
が
前
提
と
せ
ら
れ
ね
ば
忌
む
な
い
コ
私
有
財
産
に
託
し
て
考
察
す
る
に
、
そ
れ
は
強
奪
や
暴

　
　
力
の
結
果
と
し
て
歴
史
犀
登
場
す
る
の
で
ぼ
な
し
に
、
、
す
べ
て
の
丈
化
民
族
の
魚
群
置
生
巻
斗
伺
体
の
内
在
的
分
製
と
矛
盾
の
磯
展
の
結

．
㍉



、

、

、
／

、

論炉親

．
果
、
．
す
な
わ
ち
商
品
交
換
経
濟
の
成
長
の
数
歯
に
ほ
か
な
ら
な
い
ゆ
資
本
主
義
密
生
薦
關
係
と
騰
勢
働
は
い
う
ま
で
も
な
◎
、
、
投
機
生
産

義
叢
慌
の
講
も
、
暴
窄
繁
れ
て
、
奪
難
蓄
關
集
ら
の
み
論
明
澄
れ
崔
）
．

　
軍
事
的
二
塁
西
戦
争
と
い
え
ど
も
、
物
質
的
手
段
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
亀
そ
の
武
器
の
生
産
は
生
産
一
．
般
0
諸
關
係
を
前

提
ど
す
る
も
の
落
っ
て
，
か
憐
欝
麗
讐
そ
究
極
的
に
軍
事
愚
筆
電
影
玄
も
の
撮
か
婁
嘘
．

．
「
」
な
う
隻
萎
ル
ス
億
、
．
暴
力
に
妻
奪
て
ぶ
吉
な
暴
力
を
嘱
望
急
拙
妻
爾
係
に
存
．
。
分
裂
、
す
な
わ
姦
、

人
の
浩
費
の
表
あ
の
商
品
遅
産
と
交
換
経
濟
の
叢
雲
を
、
階
級
分
化
の
本
質
的
契
機
芝
溜
め
る
．
の
で
あ
る
。
「

・
蔓
穂
そ
暴
力
論
の
繁
婁
っ
て
、
生
薦
孫
の
内
在
納
矛
盾
の
震
薮
蓬
髪
の
蓬
髪
塵
級
の
羅
と
溜
め
幽

お．

ｪ
業
論
の
系
列
を
槍
討
す
る
こ
と
、
と
、
し
よ
う
。
・
．
　
　
　
、
噛
　
　
　
　
　
「
、
’
　
「
、
　
　
，
．
じ

（
．
一
）
醤
ω
舜
営
。
。
。
⇔
一
費
罵
の
島
バ
鋤
鳥
崔
。
謂
宣
甘
測
Φ
想
①
5
。
ザ
書
く
。
冒
け
凶
。
臥
．
・
（
望
≦
．
俸
慧
鍮
。
ω
君
・
3
ら
一
）
．
．
．
．
r
．
㌧
・
’

．
（
ご
）
．
団
鋤
自
一
q
鋤
鐸
。
計
．
題
融
一
。
嘗
黛
判
鋤
加
。
凶
g
。
。
喝
。
珪
ρ
聞
。
・
，
〈
。
ド
セ
娼
∴
鷲
】
・

．
（
…
・
H
α
．
る
濾
9
」
一
．
．
一
・
・
．
．
．
．
．
・
・
＝
　
．
9
，
　
．
・
．
、
　
」
「
「
■
、
．
．
，
．
，
　
、
　
点
．

」
鵜
島
。
韓
縫
』
襲
蕪
か
お
書
意
茅
量
炉
量
豊
．
に
お
い
多
モ
・

　　

@
．
ソ
は
、
，
肇
春
と
野
馬
養
を
擶
k
．
讐
菊
潤
斎
え
に
碧
い
蓬
鯉
を
再
襲
す
る
必
要
護
憲
℃
い
る
。
．
　
諭

（
六
）
．
鼻
口
壁
。
。
慧
鄭
・
。
9
長
喜
二
一
①
摺
。
属
望
鼠
。
ω
蓼
・
。
量
・
ら
H
耳
語
葛
似
再
審
。
・
・
忌
・
貧
曾
…
影
邑
・
・
硫
暑
繋
鋤

　
　
　
沼
い
書
∴
の
9
　
」
　
　
㍉
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α

（
七
）
エ
ン
ゲ
ル
ス
．
、
シ
ユ
タ
ル
ケ
シ
ズ
多
あ
て
皐
紙
（
天
九
四
餐
基
吾
）
、
，
（
ヤ
ル
タ
ス
三
シ
ゲ
ル
編
集
、
第
三
．
巻
、
　
遮
九
頁
．
1
8
9

　
　
　
以
下
つ
〉
マ
ル
亥
9
イ
デ
マ
イ
や
あ
て
の
羅
斎
燈
参
照
。
．
」
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♂

、
六
三
）
遅
α
胃
び
鋤
⇔
劇
功
。
。
混
霧
，
硫
風
ポ
壁
高
①
H
・
。
。
慣
壁
曝
書
舅
滞
・
q
。
門
y
．
β
苧
。
。
墨
β
．
H
　
・
、
超
μ
噸
潜
か

、
（
え
ツ
葱
二
の
ω
。
憎
賃
・
日
零
胡
。
。
荊
暫
償
。
葺
騨
。
三
三
・
陰
◎
。
育
・
9
①
ω
、
、
娼
．
蕗
鱒
，
．
∵
，
」
「
．
・
「
，
ゴ
、
一
　
　
’
∴

．
（
ご
九
・
）
名
ぴ
ぞ
℃
を
朝
・
、
穿
・
Q
3
》
者
職
b
畝
寓
…
冒
。
q
憎
沼
．
塩
蒸
」
⑫
凹

（
三
〇
）
．
、
・
マ
ル
ク
ス
『
ド
イ
ツ
噺
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
』
、
（
マ
ル
．
ク
ズ
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
選
集
、
・
（
一
八
頁
、
七
六
一
七
七
頁
）
．

バ
§
｝
）
昏
σ
q
①
軍
槽
・
潭
O
・
、
砕
嵐
画
．

し（

O
ご
）
∵
〉
翻
ρ
綴
堕
憲
一
冤
．
．
▽
一
一
　
．
．
、
　
．
　
．
’
、
曜
　
　
一

．
（
三
蕊
〉
「
財
9
∴
ρ
．
碑
，
旨
b
。
．
－

！

。レ・

’

、

・
玉

げ解

　　

K
述
べ
書
置
、
謁
の
功
型
灘
ブ
ラ
．
ツ
ス
9
護
オ
2
フ
．
望
の
寳
需
塞
．
器
の
毫
儀
薄
恥
論
が
冠
し
」

ぐ
態
彦
で
あ
．
舞
．
そ
れ
ぼ
爆
建
具
理
論
の
爆
椹
浬
論
霧
漏
し
て
、
・
具
驚
、
慣
間
㊧
藷
醤
の
う
鳶
膿
な

わ
ち
論
の
欝
慶
換
羅
濟
的
灘
係
の
憂
に
膚
然
馨
理
論
粂
礎
づ
労
よ
．
呈
試
み
て
蕩
じ
た
が
，
つ
て
そ
．
落
は
奮

ち
な
上
竪
の
不
舞
騰
簾
に
封
ず
る
決
則
科
學
的
認
識
恋
よ
愉
蜷
要
毒
ら
れ
た
。
繁
し
て
か
よ
う
癸
闘
の
思
量
挙
動
の
，
必
然

選」

X
魯
》
．
ー
ニ
ズ
ム
．
の
輸
血
唯
物
論
の
櫨
系
を
、
杜
倉
階
級
論
に
お
け
る
分
業
論
の
系
列
乏
し
て
綜
合
的
に
把
握
七
、
そ
の
理
論
体
系
の
展
開
一
4
。
・
「

論
三
三
塗
の
誉
二
番
茎
）
山
遮
審
羅
の
鎌
継
寄
輿
認
で
勇
う
9
・
こ
、
．
旨
，
．
．
二
．
一
瀞
．
蝦

　
　
　
ジ
ヨ
．
ン
．
。
、
μ
ヅ
ク
が
『
敗
講
論
二
論
』
の
な
か
で
、
．
國
家
契
約
論
を
批
制
し
つ
玉
、
實
諮
品
評
會
理
論
の
う
え
犀
そ
の
政
治
理
論
を
基
・

ノ

ノ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
礎
づ
け
た
こ
と
ば
す
で
に
述
べ
た
が
、
彼
が
そ
ζ
で
展
開
し
た
財
産
に
關
す
る
理
論
は
、
就
倉
階
級
の
経
濟
的
分
析
の
基
礎
を
與
え
た
も

，
鍼
の
踏
島
影
、
庖
そ
の
う
え
に
存
在
す
る
と
こ
ろ
の
臣
ゾ
ベ
て
入
駐
存
御
の
保
存
と
快
誓
に
入
駐
に
受
ら
醐

　　

ｾ
い
る
・
曇
る
み
嫡
自
然
の
お
の
つ
か
ら
な
皐
の
ば
た
ら
建
よ
つ
℃
つ
く
萎
墾
も
の
で
あ
る
餐
入
類
三
三

　
　
同
虫
垂
ら
れ
、
、
他
歪
排
除
し
姦
人
的
古
蓼
そ
誓
え
に
も
つ
忌
は
黍
ゆ
る
さ
襲
い
。
し
か
し
そ
砦
の
も
の
が
旧
聞
B

　
・
に
よ
っ
て
享
受
せ
ら
れ
る
た
め
に
は
、
そ
れ
を
特
定
の
入
問
が
利
用
し
う
る
ま
え
に
、
、
必
然
的
に
そ
れ
ら
の
も
の
を
占
有
す
る
な
ん
ら
か
・

　
　
の
護
が
存
三
三
な
ら
鹿
・
～
　
　
　
レ
　
，
・
，
層
，

　
　
　
な
無
私
馨
奮
手
段
と
し
て
．
、
・
ッ
ク
な
、
入
欄
霧
働
に
壱
摺
の
物
へ
姦
興
言
げ
る
、
土
碧
は
じ
逡
三
物
．

　
　
ば
、
す
べ
て
入
山
の
共
有
に
ほ
か
な
ら
な
い
早
れ
ど
も
、
各
入
億
共
有
な
ら
ざ
る
「
財
産
」
を
そ
の
個
人
の
「
人
格
」
　
（
勺
①
誘
。
b
）
の
う

　　

汲
烽
ﾂ
て
惚
。
す
反
論
査
身
の
燦
の
房
働
し
と
破
の
舌
「
作
業
」
ゑ
く
。
・
犀
）
と
綾
固
有
の
も
の
渥
か
誓
な

」・

｢
、
・
か
よ
う
募
働
こ
そ
自
然
。
霧
に
爆
ら
れ
て
、
託
等
量
ρ
も
の
で
あ
る
な
砦
の
発
附
加
陀
冷
洞
門
姦

　　

ﾌ
財
遷
す
る
」
触
わ
ち
欝
は
忍
事
に
な
に
革
の
か
を
遇
す
．
。
こ
と
に
よ
っ
て
、
％
零
の
を
他
の
砥
々
の
丑
ハ
羅
潔
ら

　
　
排
除
す
る
わ
け
で
あ
る
Q

　　

ｩ
然
の
霧
器
け
る
と
ひ
宅
く
、
土
書
函
量
る
図
無
駁
毒
も
膣
倉
入
霧
健
よ
つ
て
っ
く
塾
さ
れ
．
Φ
。
主

　
　
h
は
世
界
を
す
べ
て
の
人
互
に
共
通
に
與
え
た
も
ケ
た
が
．
．
同
時
に
主
は
人
が
額
に
汗
し
て
面
癖
す
る
こ
「
と
を
命
じ
旋
畜
い
、
か
り
ま
た
人

　
　
陶
の
鶴
な
叢
緩
結
レ
毒
攣
る
二
髪
飴
儀
ケ
し
て
愉
。
か
乏
禦
歯
し
霧
作
し
越
ま
《
こ
と
釜
り
て
、
．
個

　
　
人
自
身
に
点
す
る
何
も
の
か
を
土
地
に
附
加
し
て
「
土
地
を
改
良
す
る
場
合
、
土
地
の
ぞ
㊨
部
分
の
う
え
に
共
有
か
ち
除
か
れ
疫
個
人
の
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
へ
三
）

　
　
財
産
が
成
立
す
都
6
・
　
　
　
　
　
，
　
　
，
　
■
　
　
　
、








































































